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県有施設における
太陽光発電設備等の導入



・平成２３年度、太陽光パネル（出力20kw）を施
設の屋上に設置。

・発電量実績28,147kwh（H24.1月～６月）。
・施設の電力使用量の約６％分を賄っている。
・１階ロビーに、発電量や日射量を表示するモニ
ターを設置し、施設利用者への太陽光発電の普及
啓発を行っている。

取組み内容

所属名 障害者福祉センター（サンアップル）

県有施設への太陽光パネルの設置タイトル

Ｎｏ． １



１ 企業局川中島庁舎（平成11年9
月竣工）では、環境にやさしい建
物を目指して太陽光発電設備を導
入。

２ 太陽光発電による電力を庁舎で
利用することにより、購入電力の
節減を図っている。

３ 平成23年度の実績
・庁舎電力量 212,768 KWH
・購入電力量 200,314 KWH
・太陽光発電 12,454 KWH
・太陽光利用率 5.9 %

４ また冷暖房設備として、深夜電
力を利用した氷蓄熱式空調設備を
導入しています。

取組み内容

所属名 企業局 北信発電管理事務所

太陽光発電利用による購入電力の節減についてタイトル
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・工業技術総合センターに事業で
導入された太陽追尾型太陽光発
電装置を、企業、地域住民にPR
するために「ひまわりプロジェ
クト」を立ち上げ活動している。
・太陽光発電装置周辺にひまわり
を栽培。装置が太陽を追尾して
いる様子を、ひまわりと比較し
てアピール。（写真１）
・ひまわりの見ごろ時期に、地域
住民を招待して写生大会を実施。
合わせて、装置について紹介し
啓蒙している。（写真２）
・写生した絵をセンター玄関ロ
ビーに展示し、2次的なPRに活
用。（写真３）

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

太陽光設備の地域への普及啓発・PR活動タイトル
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写真１ 追尾型太陽光発電
装置とひまわり

写真２
地域住民による写生大会

写真３ 写生した絵の展示



・太陽追尾型太陽光発電装置
の発電状況を、WEB上にリ
アルタイム表示するシステム
を独自に開発。

・太陽光発電の能力、有効性
を広く一般にアピールしてい
る（図１、２）
URL: 
http://www.gitc.pref.naga
no.lg.jp/joho/solar/index.h
tml

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

太陽光発電施設による発電状況のWEBでのリアルタイム
発信（太陽光設備の地域への普及啓発・PR活動の推進）

タイトル

Ｎｏ． ４

図１ 「太陽光追尾型発電パネルシステム」
HPのトップページ

図２ 開発したリアルタイム表示画面

http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/joho/solar/index.html
http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/joho/solar/index.html
http://www.gitc.pref.nagano.lg.jp/joho/solar/index.html


上田合同庁舎において、下記
の取組を行なった。

１ 節電対策。昼休みの各課消
灯及びパソコンの電源きり。
２ 太陽光発電のＰＲ及びロ
ビーへ発電量の掲示。
３ 各所・各課での「緑のカー
テンの設置」。
４ 原則裏紙使用の周知。
５ 紙での周知をできるだけ無
くし電子メールでの添付にした。
６ 廊下の蛍光灯を最小限（来
庁者に差し支え無い程度）にし
た。
７ ゴミの分別収集の徹底。
８ ２台有るエレベーターの１
台の日中停止。

取組み内容

所属名 上小地方事務所地域政策課

太陽光発電のＰＲ、節電・省エネ活動タイトル
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太陽光発電量ロビーに設置しＰＲ南棟屋上に設置ＰＲ

エレベーター休止 緑のカーテン 分別収集の徹底



節電
照明の消灯、高効率照明の導入



・一元化されていた蛍光灯スイッチを、蛍光灯
毎のキャノピースイッチに切り替え、丌要な照
明をこまめに消灯するようにした。（写真１）
・職員事務室2室に導入。
・キャノピー化前後で電力量を測定し、電力量
削減効果を検証した。
・データを掲示し、節電意識の向上に努めた。
（写真２）

※導入前と比較して、蛍光灯に掛かる電力量を
約2/3～1/2程度に削減できた。

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

キャノピー化による無駄な照明の消灯と節電効果の検証タイトル

Ｎｏ． ６

写真１ 室内の様子

写真２ 電力量測定の結果の掲示



○実施理由
東北震災をきっかけに、長野県でも節電の実施

が高まる中、研修所でも何か良い案がないかなと
職員で考えた結果、たまたま事務室照明に個別の
スイッチ用の紐がついていたので、手の届く高さ
まで紙縒り（こより）紐を継ぎ足して使用者各自
の責任で小まめに消灯を行っています。
○実績
所全体での節電で、２３年度飯綱庁舎7月、8

月電気料前年度費、約１５パーセントマイナスと
なりました。
○実施してみての感想
些細なことではありますが、毎日続けることで

被災地、県民など電気をより必要としている箇所
で有効に使っていただけるという思いが続ける意
欲となっている。それと同時に、予算の有効利用
も一役あると思い続けている。

取組み内容

所属名 自治研修所

プルスイッチの活用タイトル
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１ 観光コーナー飲料販売用冷蔵庨の配線の
見直し
・観光コーナーにおいて、りんごジュースな
どを販売している冷蔵庨の配線が、今までは
天井のコンセントに接続されていて１日２４
時間冷蔵していたが、接続先を見直し、入口
の照明と連動する配線に接続することにより、
夜間や休日等の営業時間外には電源を切るよ
うにした。

２ 蛍光灯の本数の削減
・上記の配線見直しに併せ、天井の蛍光灯の
使用本数を見直し、狭い事務室ではあるがコ
ピー機の真上の蛍光灯をはずすこととし、使
用電力量を押さえ、抜いた蛍光灯は他の玉切
れ蛍光灯の代替にあてることとした。使用電
力量の抑制と消耗品費の削減につなげた。

取組み内容

所属名 名古屋事務所

照明の間引き、配線の工夫タイトル
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取組み内容

所属名

照明の間引き、丌要時の消灯タイトル

Ｎｏ． ９各所属

水銀灯の間引き

各所属では、昼食休憩時等における丌要時
の消灯、照度の見直しによる間引き点灯、Ｏ
Ａ機器等の電源を切る等の節電に取り組んだ。

・北信運転免許センターでは、庁舎防護に支
障のない範囲で、屋外水銀灯の照明箇所を削
減しました。6基中5基を削減。
・昼食時、毎訓時の消灯等、丌要な電気の消
灯を徹底した（佐久警察暑）。
・必要のない箇所の蛍光灯を外した。退庁時
のパソコンのプラグ抜きの徹底（上伊那地方
事務所環境課）。



・窓際の応接机には一定の光量が確保さ
れているため、直上の蛍光灯を撤去。
→写真①

・原則消灯しておく蛍光灯のスイッチに
は赤●、天気の状況により消灯する蛍光
灯のスイッチには黄●のシールを貼り、
必要以上の点灯をしないよう事務室の蛍
光灯スイッチに明
→写真②

・その他普段は点灯している照明に関し
ても、スイッチにそれぞれどの照明に対
応しているかのシールを貼り、残業時等
は必要な照明以外の消灯を奨励した。
→写真③

・使用頻度の低かった冷蔵庨の使用停止。

取組み内容

所属名 松本地方事務所商工観光課、環境課

スイッチ見える化、丌要な照明のカットによる電力節約タイトル

Ｎｏ． 10

写真①

写真②

写真③



○塩尻警察暑では、各執務室等出入口の電
源スイッチ部分に消費電力、電気代、ＣＯ
２排出量を表示したテプラを貼付し、節電
を喚起。

○エアコンスイッチ付近に温度計を設置し
て、冷房の適正温度での運転、職員の意識
向上を図った。

取組み内容

所属名

スイッチの見える化、冷房の適正温度管理タイトル

Ｎｏ． 11警察本部



○省エネシールの貼付け
校内の廊下、トイレ等の電

灯のスイッチに『節電に協力
を！』と記したシールを貼付
した。

○緑のカーテン
事務室前の窓に、緑のカー

テンを設置
①期間：5月～9月
②品目：ゴーヤ、ヘチマ

取組み内容

所属名 飯田高等学校

省エネシールでの節電の呼び掛け、緑のカーテン、タイトル

Ｎｏ． 12



・職員事務室の一部（部屋全体の1/3）に導入。
・複数のメーカーを採用し、省エネ効果、耐久性
（照度の減衰期間、その他）、使用感等を検証し、
将来の本格導入に向けた検証を実施中。

※キャノピースイッチ化と同時期に導入し、蛍光灯
に掛かる電力量を測定した。導入前と比較して約
1/3程度に削減できた。
①キャノピー化のみの部屋：50～60％削減
②キャノピー化、LED化の部屋：60％超削減
①②から、LED化による電力量削減効果が認めら

れた。

・その他佐久児童相談所では、修繕の際庁舎敷地内
の外灯４基をＬＥＤ照明に、事務室照明をＨｆ型蛍
光灯（インバーター式）に改修。施設の修繕・改修
の機会を捉えて省エネ型照明を導入している。これ
により電気使用量を前年比１２％削減した。

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門等

LED照明器具の導入タイトル
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写真 室内の一部に導入

 キャノピー化のみ

キャノピー化+LED化

キャノピー化のみ

キャノピー化+LED化

図 蛍光灯に掛かる電力測定結果



節電として、窓のない廊下について、昼間
は来庁者の安全と便宜を図るため、夜間は職
員が壁にぶつかることを防止するため、蛍光
灯の本数を減らし常夜灯にしていた。
これを、人感センサ付きLEDランプに変更

し、安全と節電を両立させた。

【節電の効果】
・常夜灯（蛍光灯）：
２０Ｗ×５本×２４ｈ×３６５日＝
８７６ｋＷｈ／年、１８,３９６円／年

・人感センサＬＥＤ：
３Ｗ×９個×０．５ｈ×３６５日＝
４．９ｋＷｈ／年、１０３円／年
設置経費 ２５,０００円

※１８,３００円／年の省エネ、
１．５年で設置経費回収

取組み内容

所属名 工業技術総合センター精密電子技術部門

人感センサ付きＬＥＤランプによる節電・安全対策タイトル
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○信号機の電灯を、交通信号機を見やすく、
省エネルギー効果の高いLED電灯への切り替
えを行っています。
平成2３年度は、新設信号機を含み、

2,642灯のＬＥＤ型信号機を設置しました。

○社会全体として、誰でも利用できる調和の
とれた総合的な交通体系整備のため、光ビー
コンの設置を推進しています。今年度は、
１ヶ所 ２波の増設を行いました。

取組み内容

所属名 警察本部

信号機のＬＥＤ化等の推進タイトル

Ｎｏ． 15

 

 



節電
デマンド監視、見える化



○当校では、最大需要電力量抑制のため、デマンド
コントロール装置を設置。(最大使用電力量が設定
値に近づくと、あらかじめ設定してある体育館の水
銀灯等の電源が自動的に一時遮断)
○23年度に創立100周年を向かえ、その記念事業
として、生徒の学習環境を更に整えるため、校舎の
一部を改築して、新たに学習室を設置し、エアコン
も2基４台設置。
○エアコンの使用電力量はかなり大きく、使用電力
量の増加が見込まれたため、学習室のエアコンにつ
いても、半分がデマンドコントロール装置による制
御が可能となるよう、工事を実施。

※現在の最大使用電力量設定値：70kW、現在の契
約電力量(前月までの最大需要電力量)：67kW

※デマンド監視による設備の制御順位は、次ページ
参照。

デマンドコントロール盤

デマンドコントロール本体

取組み内容

所属名 伊那弥生ヶ丘高等学校

学習室エアコンのデマンドコントロール装置による制御
について①

タイトル
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取組み内容

所属名 伊那弥生ヶ丘高等学校

学習室エアコンのデマンドコントロール装置による制御
について①

タイトル

デマンドコントロール装置による電力遮断順位  

平成 24 年 3 月 31 日現在  

順  位  遮断箇所  電力遮断設備  電力遮断比率  

1 

①屋外トイレ  パネルヒーター 3 基 (男子トイレ 1 基、女子トイレ 2 基 )  100% 

②学習室  エアコン 1 基 (PAC-1 管理特別教室棟側 2 台 )  50% 

2 

①プール  ろ過装置ポンプ全体  100% 

②大体育館  水銀灯 8 基 (入口スイッチ 3・ 7・ 8・ 12 番の電球 )  28.5% 

3 

①小体育館  水銀灯 4 基 (南側の電球 )  28.5% 

②機械室  市水・井水揚水ポンプ全体  100% 

※電力遮断比率とは、電力遮断箇所における全体設備に対する電力遮断設備の比率をいう。  

※格技室蛍光灯は、現在電力遮断されない設定となっている。  

Ｎｏ． 17

（参考）



○デマンド監視システム
データのグラフ化・見える化による電力使用量の分析と

削減を図るため、平成23年9月に、デマンド監視システム
（中部電気保安協会 エコナビ）を導入。
（データの活用状況）
・毎日、前日の使用状況を掲示する。
・研修会の啓蒙資料とする。
・デマンド警報の発令時には、全校放送をいれピークカッ
トを図る。また、データを確認しながらトイレのパネル
ヒーターを切る等の対応を行う。

○緑のカーテン
校長室及び事務室にアサガオ等で緑のカーテンを設置し

た。室内の窓際に設置された書棚上で温度を測定したとこ
ろ、カーテンの有無により最大１０度の差が生じた。冷房
設備がないため電気量の削減は見込めないが、執務環境の
向上が図られた。
「緑のカーテン＝エコ」が浸透しているため、職員、生徒
及び来校者に対する効果的な啓発活動となった。

取組み内容

所属名 伊那北高等学校

デマンドシステム導入による電力使用量のグラフ化・
見える化、緑のカーテン

タイトル

Ｎｏ． 18

http://www.cdh.or.jp/service/hoan/kanri/kanri6.html
http://www.cdh.or.jp/service/hoan/kanri/kanri6.html
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財産活用課では、夏の節電対策期
間中、県庁舎における毎日の電力使
用の状況を、翌日、職員ポータルサ
イト（ＪＳＮ）に掲載し、取組の見
える化及びリアルタイムな情報共有
により、職員の取組意識の向上を図
りました。

取組み内容

所属名 財産活用課

エネルギー使用量の見える化、職員へのリアルタイムな
情報提供

タイトル

Ｎｏ． 19



・月1回開催してい
る環境管理委員会で、
使用エネルギー量、
削減目標の達成度等
の課題を検討した後、
データをグラフ化し
て見える化し、各職
員室に掲示。
（毎月更新）

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

エネルギー使用量等の見える化タイトル

Ｎｏ． 20

エネルギー使用量のグラフ化



長距離出張や事敀対応によって公用車使用が増え、また、会議資料などコピー使用量も増え
る傾向であったので、毎月の使用量をグラフ化し朝会を利用し、職員に周知した。

取組み内容

所属名 上小地方事務所環境課

ガソリン使用量、コピー枚数のみえる化による職員意
識の改善

タイトル

Ｎｏ． 21
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年3回所内会議を行い、毎回光熱水費の月別推移の表を配布しエネ
ルギーの使用量の見える化により、各検査室・事務室における省エネ
を徹底するよう時期に即す事柄を説明した。
【６月】
・冷房28℃の設定
・退庁の際の試験室のドア開放
・丌要な蛍光灯の取り外し
・よしず、緑のカーテンの設置
・退庁時のパソコン主電源ＯＦＦ

【９月】
エコドライブを徹底するよう説明。
・ふんわりアクセルのポイント
・減速時には早めのアクセルＯＦＦ

【１月】
・暖房温度19度の徹底
・洗濯機の効率的運用
・事務室暖房方法（エアコン→ストーブ）の徹底
・時間外勤務時の小型ファンヒーターの活用
・ブラインドの活用

取組み内容

所属名 上田食肉衛生検査所

エネルギー使用量の見える化、職員への周知タイトル
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その他節電・省エネ
取組の実践



○暖房便座のタイマーコントロール
・洋式トイレの暖房便座にタイマーを
設置し、平日夜８時から朝８時までと、
土日の通電を停止
・タイマーの設置費用は約３年で元が
取れる見込み

○自動ドアの一部停止
・庁舎出入口の自動ドアを一部停止(風
除室内側)
・強風、荒天時は稼働

○暖房の効率的利用
研究員の昼食場所を各研究室ではな

く一室にすることで、暖房用燃料の使
用量の削減を図った（单信農業試験
場）。

取組み内容

所属名 下伊那地方事務所地域政策課、单信農業試験場

暖房便座のタイマーコントロール、自動ドアの一部停止、
暖房使用の工夫

タイトル
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暖房便座のコンセ
ントにタイマーを
設置
夏期はｏｆｆ

風除室内側の自動ド
アを停止し常時開放
とする
強風・荒天時は稼働



・「さわやか信州省エネ大作戦2011冬」で
の節電の取り組みの一環。
・県庁では電気ポットを使用しない取組みが
なされることに呼応し、同部門では、節電、
環境影響を総合的に考慮した電気ポットの使
用方法を検討。
・LCA（ライフサイクルアセスメント）の
観点からCO2排出量に的を絞って、最適な
湯沸かし方法を決定し（図）、全職員で取り
組んだ。

※熱交換率、CO2排出量を比較した結果、
ガスコンロによらず瞬間湯沸器で湯を沸かし
て電気ポットに給水し、電気ポットで沸騰さ
せて節電モードで保温する方法が、節電効果
が大きく、CO2排出量が最も尐ない方法で
あると判断した。

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

電気ポットの効率的な活用方法の検討と実践タイトル
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図 環境影響を考慮した湯沸かし方法の検討



・「さわやか信州省エネ大作戦」の実施に伴い、所属
として特に推進する事項について取りまとめ、職員、
関係団体に徹底を呼びかけた。（東北信免許セ）
・教養招集において、節電省エネの具体的実践事項に
ついて全職員に指示、啓発した。（交通機動隊）
・各自の卓上パソコンの下部にペットボトルキャップ
を置き、机との間に隙間を作り、効率的な排熱による
省エネを図った（長野中央）。

取組み内容

所属名

「さわやか信州省エネ大作戦」節電・省エネルギーの取
り組み

タイトル
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長野地域等での会議の際、下伊那農改の職
員と公用車に相乗りで出張。
＜効果＞
１経費の節約（ガソリン代、ＥＴＣ料金）
２時間の節約
３ＣＯ2の削減（ガソリン使用量の削減）
４見えない効果
・精神的・肉体的疲労軽減
・職員のコミニュケーション

＜課題＞
・連携のための人間関係の構築と意思疎通
・県機関全体での仕組みづくり
＜提案＞
・会議の主催者は、「相乗りで」を通知に
記載
・参加者は、「相乗りを」募る、探す
・地域政策課の支援車（ワゴン車）などの
活用の仕組みづくり
・ギブ＆テイクのルール化

取組み内容

所属名 上伊那農業改良普及センター

公用車の相乗り（ちゃっかり便乗）作戦タイトル
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緑のカーテン



児童・生徒と職員で校舎等に次のとおり緑
のカーテンを設置し、節電・省エネに努めた。
また、照明の消灯などの節電・省エネの取り
組みを夏と冬に実施するとともに、電気使用
量をグラフ化して掲示し、情報の共有化を
図った。（アクションメニューの作成）
その結果、児童・生徒等の環境や省エネへ

の関心が深まり、７月から９月分の電気使用
量は前年度に比べて約１７％減尐した。

取組み内容

所属名 若槻養護学校

緑のカーテンの設置等による節電・省エネの取り組みタイトル
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設置場所等 大きさ 種  類 実施教科等 

小学部教室前 縦３ｍ×横５ｍ アサガオ、ヒョウタン 生活科 

中学部教室前 

ス) 
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○女性相談センター
所の西側の窓に、以

前よりよしずを使用し
たり、ひまわり等の花
を植えている。２年連
続でゴーヤの苗を植え
て夏の強い西日を尐し
でも和らげるようにし
た。

○頇坂建設事務所
庁舎1階单側窓によし

ずを設置することで、
直射日光と、室内温度
の上昇を抑え省エネを
図った。

取組み内容

所属名 女性相談センター、頇坂建設事務所

よしずの設置による省エネ活動タイトル
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女性相談センター

須坂建設事務所



① 事務所の窓をゴーヤとアサガオ
で緑のカーテンを作った。
② 事務室証明の一括スイッチを個
別スイッチに替えた。
③ 会議を電子（ペーパレス）会議
で行った。
④ 使用頻度の低い場所の蛍光管を
外した。

取組み内容

所属名 体育センター

「できることから始めよう」大作戦タイトル
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建物１階の事務室及び校長室
の单側窓外に、プランターに３
種類のゴーヤーを植え、緑の
カーテンを設置した。
直射日光を遮るとともに、砂

埃の侵入を減らす効果もあった。
地元紙でも紹介された。

（H24.8.18市民タイムス）
窓一面を覆うゴーヤは毎年長

さ１５cmほどの実が収穫でき、
沖縄への修学旅行前に、事前に
沖縄料理を知るための調理実習
で利用している。

取組み内容

所属名 田川高等学校

緑のカーテンの設置による省エネタイトル
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１ 東信教育事務所内の
所長・事務室西側及び事
務室单側の窓に「ゴー
ヤ」を育成し、日差しを
遮り室内の温度上昇を抑
えた。

２ 東信教育事務所敷地
内の東側コンクリート及
び石垣擁壁に「ヘブン
リーブルー」を育成し、
西日の照り返しを抑えた。

３ 東信教育事務所单側
玄関前の門に「ヘブン
リーブルー」を育成し、
温度上昇を抑えた。

取組み内容

所属名 東信教育事務所

緑のカーテンによる省エネ活動タイトル
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・緑のカーテンの育成

・庁舎屋上の雨水を緑のカー
テンへの散水に使用できるよ
う、廃材や遊休物品などを
使って職員手作りの散水施設
を製作した。

取組み内容

所属名 下伊那地方事務所地域政策課

緑のカーテンと雨水の散水利用タイトル
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庁舎１階の緑のカーテン
散水用ホースが屋上か
ら下がる

廃材を利用した雨水タン
クを屋上に設置（容量２０
０ﾘｯﾄﾙ）
散水用のホースを接続



ベランダで
キュウリやアサ
ガオを栽培し、
緑のカーテンを
育成した。

取組み内容

所属名 建設部道路管理課

緑のカーテンによる省エネ活動タイトル
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（公衆衛生専門学校）
学生、職員による「グリーンクラブ」活動で、

・緑のカーテン（朝顔）づくり
・玄関リバースプロジェクトとして、花壇づくり
を行った。

（長野消費生活センター）
緑のカーテンを利用して、省エネ活動に取り組

んだ。

取組み内容

所属名 公衆衛生専門学校、長野消費生活センター

「グリーンクラブ」緑のカーテンづくりタイトル
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緑のカーテン
３階屋上
（３学年教室
窓際）

長野消費生
活センター



環境課は、上田合同庁舎４階の東
側にあるため、朝日により事務室内
の温度が上昇する。
昨年度は、事務室内が30度を越

える日が続いたため、尐しでも日光
をさえぎって事務室環境を改善しよ
うと「緑のカーテン」を設置した。

取組み内容

所属名 上小地方事務所 環境課

「緑のカーテン」による職場環境改善タイトル
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（長野地方事務所）
１Fに朝顔、２Fにゴーヤを植え、緑のカーテンを作って室内の気温上昇を抑制し、夏の

電力丌足・省エネ対策として効果が得られた。

（長野消費生活センター）
緑のカーテンを利用して、省エネ活動に取り組んだ。

取組み内容

所属名
長野地方事務所地域政策課
長野消費生活センター

緑のカーテンタイトル
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庁舎正面植込み アサガオ 庁舎２階西側 ゴーヤ



１ 緑のカーテンの実施

２ 丌要な外灯の消灯（来庁者、
残業者に影響の無い消灯）

400Wx2灯+200Wx5灯
+100Wx3灯=2,100W

2,100Wx3時間/日x30日
=189kw

1月間の節電：189kw

３ 空調機運転時以外に自動ドア
の開放

取組み内容

所属名 北信保健福祉事務所

緑のカーテン、丌要な外灯の消灯、自動ﾄﾞｱｰの開放タイトル
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警察署等にアサガオ、ゴーヤ等の緑のカーテン
を育成し、夏季の直射日光による室内温度の上昇
抑制を図った。

・交通事敀防止標語「交通事敀をフセゴーヤ」と
して活用（阿单）

・「葦簀」を設置（安曇野）
・広丘交番にトマトを育成（塩尻）
・庁舎单側につる野菜を育成(長さ約３０ｍ、５ｍ)
（中野）

・庁舎单側に種類の異なる５種類の朝顔を植え、
前年の約倍の範囲に拡大。また、どの品種が省
エネに効果的か試験（東北信免許セ）

・高速道路モニター画面等の多数の機器の排熱に
より、真夏日にはエアコンを使用しても室内が
３２度位になることから、東側窓に緑のカーテ
ンを設け、節電と勤務員の環境改善を図った
（高速隊松代管制室）

取組み内容

所属名

緑のカーテン等による省エネ活動の推進タイトル
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省資源、環境保全活動



・梅雨～夏期に、高湿度が原因でプリン
タの紙詰まりが頻発するため、廃棄さ
れるコピー用紙が多量に発生した。

⇒シリカゲル（乾燥剤）を入れたビニル
袋でコピー用紙を保管し（写真）、使
用の都度プリンタの用紙トレイにセッ
トする。

※紙づまりが大幅に改善され、無意味な
廃棄用紙が削減された。

取組み内容

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

紙使用量の削減の工夫タイトル
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写真 紙の乾燥保管
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○企画課
プリンタの設定で自動的に選択されるトレイにあら

かじめ裏面利用紙を入れ、普通紙（両面白紙）は手差
しトレイにセットすることで、普通紙を使いたいとき
は設定を変更しなければ使えないようにして裏面利用
紙の使用を推奨し、紙使用量の削減を薦めた。

○飯田児童相談所
定例所内会議（週1回）及び緊急受理会議において、

所員10人分の資料を印刷していたが、パソコンで共
有サーバに保存した資料を見ながら会議を行うことと
し、紙使用量の削減を図った。
※平成23年8月～24年3月実績
会議回数 107回
削減ﾍﾟｰｼﾞ数 495頁×10人＝4,950頁

○その他各所属では、コピー用紙の裏面使用や両面印
刷の徹底などの取組が行われました。

取組み内容

所属名 企画部企画課、飯田児童相談所など

紙使用量の削減、会議資料のペーパーレス化タイトル

Ｎｏ． 40

裏紙専用トレーの設定

コピー機に両面使用徹底の掲示



例
・課内や係内に周知しておくべき事務的な内容
『耐震改修工事に伴う利用制限について』
『【お知らせ】扶養手当、被扶養者及び児童手当の現況届について』
『【事務連絡】議会棟出入口の施錠時間の変更について』 等

・全庁的に取組む事業等の通知
『【お知らせ】「一人１改善・提案事業」の募集がはじまります』 等

・受信した電子メール文書につ
いて、紙に出力することなく、
文書管理システムの機能を利用
して供覧を行う「電子供覧」を
試行する（H24.9.1～
H25.3.31）

・プリンター出力による紙の使
用量の削減、事務の効率化、保
存文書の削減による文書保管ス
ペースの確保等行政コストの削
減を図る。

（平成２４年８月６日付け情報
公開・文書管理係長通知）

取組み内容

所属名 情報公開・私学課

電子供覧の試行による紙使用量の削減タイトル
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電 子 メ ー ル
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電子供覧に
チャレン
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・緑のカーテンの育成

・庁舎屋上の雨水を緑のカー
テンへの散水に使用できるよ
う、廃材や遊休物品などを
使って職員手作りの散水施設
を製作した。

取組み内容

所属名 下伊那地方事務所地域政策課

緑のカーテンと雨水の散水利用タイトル
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庁舎１階の緑のカーテン
散水用ホースが屋上か
ら下がる

廃材を利用した雨水タン
クを屋上に設置（容量２０
０ﾘｯﾄﾙ）
散水用のホースを接続



・裏紙使用等による用紙の節約
・各自のパソコンの印刷設定を「両面刷り」に設定
・古紙の再利用を図り、古紙裏面をメモ用紙等に使用している（安曇野）
・ゴミの分別

日常の清掃活動の他、ゴミステーションにゴミの種類別ポリバケツを設置し、ゴミの分別
を行った。また分別の徹底を図るため、毎朝会計課員による分別の監視を行った（佐久）

・昨年と同様、駐輪場屋根の雨水をタンクに取り込み活用（免許セ）
・「環境先進県への取組」の掲示

各執務室に「警察本部環境方針」を掲示し、環境活動への意識向上を図っている（塩尻）

取組み内容

所属名 警察本部

省資源等の取り組みタイトル
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・資源物化を進め、廃棄物量を削
減するために、ごみの分別を徹底。
（写真１，２）

・業務内容に合ったスムーズな分
別方法となるように、随時検討し
改善を図っている。フローチャー
トを掲示して周知・徹底を図って
いる。（写真３）

・廃棄物、資源物の重量測定を徹
底し、排出量を把握。各自が排出
量を認識し、取組意識の向上へ
（排出時に各職員が計量）
（写真４）

所属名 工業技術総合センター環境・情報技術部門

ごみの分別収集の徹底タイトル
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写真１ 屋内の分別コーナー 写真２ 屋外の分別ストッカー

写真３ 分別方法のフローチャート 写真４ 排出量計量コーナー

取組み内容
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○生徒と職員の協働による取り組みを実施
・生徒会を中心として、節電のためのステッカーを作成し、トイレ等のスイッチ付近に貼付
し、節電を促した。
・生徒会が中心となって、文化祭で使用したパネルの廃材を利用しゴミ箱を作成、校内に設
置し分別の徹底に取り組んだ。

取組み内容

所属名 田川高等学校

ごみの分別の徹底、節電の取組タイトル
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○伊那北高等学校
１ 実施時期：平成23年6月
２ 目的

文化祭で取組結果を展示することで、生徒
職員だけでなく保護者や地域住民に対して省
エネの啓蒙を行なう。

３ 展示場所：職員展コーナー
４ 展示内容：環境管理システム「エコアク
ション２１」の紹介及び平成２２年度当校の取
組状況

○頇坂東高等学校
学園祭（7月）において、生徒自ら企画し教

室内に日本庩園（池・枯山水・竹林・ししおど
し等）を造り、日本古来の「わびさび文化」を
体験すると共に、電気に頼らない日本古来の涼
しげな日本の夏を体験した。

取組み内容

所属名 伊那北高等学校、頇坂東高等学校

文化祭での啓蒙活動、環境学習タイトル
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○警察署庁舎正面玄関にサ
ルビアやペチュニアなどの
苗をプランターに植え、環
境美化に努めた（塩尻警察
暑）
○毎月１日を環境整理の日
とし、署内清掃・草刈り等
署の環境整備に努めている。
また署单側の歩道は、通学
路となっており、清掃に併
せゴミ拾いを行った（佐久
警察暑）
○所員を動員し実施。環境
保全活動を推進
・県道歩道植栽内の草刈り
・車庨倉庨の清掃
・庁舎外周の側溝のどぶさ
らい等（免許センター）

取組み内容

所属名 警察本部

環境美化活動、環境保全活動タイトル
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